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ヒドロキシ安息香酸（ CHBA ）を用い、遊離塩素との反応で生成する 3,5- ジクロ
ロ -4- ヒドロキシ安息香酸（ DCHBA ）濃度を LC-MS/MS を用いて定量する手法
を開発し、数 μg-Cl2/L レベルの遊離塩素の定量を実現した（ CHBA プローブ
法）。 CHBA プローブ法は反応時間30分でほぼ化学量論的に反応が進み、遊離塩
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ロラミン存在下であっても遊離塩素濃度を精度よく測定することが可能であっ
た。さらに、 CHBA プローブ法との比較検討を行った結果、 1 mM リン酸緩衝液
中において定量下限値 1.0 ～ 3.3 μg-Cl2/L、水道水測定において検出下限値（S/N = 





































































るものと認める。また、平成 27 年 10 月 19 日、論文内容とそれに関連した
事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。  
 
 
 
 
